
１.国民健康保険診療施設について

国民健康保険診療施設は、市町村が国民健康保険の事業の一つとして設置し
たものです。

公立の病院、診療所は、医療水準の向上や民間医療機関の進出が期待できな
い地域における医療の確保等の必要性から設置されていますが、「国保診療施
設」は、これらの事情に加えて、国民健康保険制度を広く普及するため無医地区
等の医師不足の地域をなくす目的で設置されて、今日まで活動しています。

国保診療施設は、医療機関として医療サービスを提供することは当然ですが、
医療に加えて保健(健康づくり)、介護、福祉サービスまでを総合的、一体的に提供
する「地域包括ケアシステム」の拠点として活動することを目標としています。

●土岐市病院事業新公立病院改革プラン＜抜粋＞

地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割
土岐市では、地域ケア会議（年１回）や地域ケア連絡会（年４回）等の協

議の場を設置し、地域包括ケアシステムの構築に向けた取組みを行って
います。
平成27年4月には、土岐市・瑞浪市在宅医療連携推進委員会を発足さ
せ、土岐市立総合病院もメンバーとして参画するなど、市としての取組み
に関与しています。

介護サービスや高齢世帯の住まいに関するサポートなど、少子高齢化
に伴う医療以外の住民ニーズに対しても、各種サービスや個別事情に合
わせた補助等相互扶助の取組みにかかるネットワークが拡充した地域ケ
アシステムにおいて、「在宅」を核とした「介護」「予防・生活支援」と連結環
をなす「医療」の要として、入院ニーズに速やかに応えることが土岐市立
総合病院の果たす役割になります。

駄知診療所については、これまでどおり駄知地域周辺のプライマリーケアと
しての機能を担うことが果たすべき役割です。
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特定健診情報提供事業等の状況 

特定健康診査 

情報提供事業 

 
【事業内容】 
  特定健康診査の未受診者のうち、既に医療機関に通院し治療が行

われている者を対象として、特定健診検査項目に相当する検査結
果を本人同意のうえで医療機関から提供していただく。 

 
【実施時期】10月～翌年2月 
 
【実施件数】 
 
 R2 R3 R4 

送付数 1,456 件 1,482 件 1,139 件 

提出者数 189 人 216 人 116 人 

割合 13.0％ 14.6％ 10.2％ 

特定健診受診者に占める

情報提供事業の割合 
6.4％ 6.9％ 4.0％ 

 

 

職場等での 

健診結果の提出 

 
【事業内容】 
  職場等において、健診を受診している者を対象とし、特定健診検

査項目に相当する検査結果を本人より提出していただく。 
R3年より、結果提出者には、インセンティブを支給。 

（R3年特定健診トイレットペーパー1個、R4土岐市指定ごみ袋
（中）20枚） 

 
【実施時期】10月～翌年2月 
 
【実施件数】 
 
 R2 R3 R4 

提出者数 44 人 56 人 60 人 

特定健診受診者に占める

健診結果提出者の割合 
1.5％ 1.8％ 2.1％ 
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